
最上川中流 蔵岡地区（角間沢川）

平成30年8月6日出水を踏まえた
角間沢川の治水対策に関する

説明資料

平成31年1月20日
戸沢村

山形県

東北地方整備局
※数値等は速報値のため、今後精査等により変更する場合があります。
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検討項目
役割分担

戸沢村 山形県 国土交通省

Ｈ３０.８．６出水を踏まえた治水対策案の検討 ○ ○

治水対策完成までの排水ポンプ車の運用検討 〇 ○

ゲートポンプの機能強化（発動発電機の設置） ○

現施設の活用改善
（蔵岡地区災害対策車車庫へのボート移設）

○

氾濫発生時の避難行動計画の検討
（基準等）

○ ○ ○

氾濫発生時の避難行動計画の検討
（危機管理型水位計の設置）

○

氾濫発生時の避難行動計画の検討
（車両待避スペースの確保）

○ 〇 ○

検討項目と役割分担
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住民の皆様から頂いたご意見に対する対応状況

項目 頂いたご意見 対応状況
説明資料
ページ

Ｈ３０.８．６
出水を踏まえ
た治水対策案

の検討

○ポンプ増強では浸水を防げないと危惧している。
○輪中堤で周囲を囲ってもらうと住民が安心する。
輪中堤で囲む場合、古口地区のように特殊堤による整備もあると思う。

・対策案の検討の向けて、昨年
１１月６日から現地調査及び測
量に着手しました。

測量成果を基に、１０月１４日
住民説明会で頂いたご意見を
踏まえ、輪中堤案に加え、トン
ネル案などを含めた４案を検討
しました。

４ページ

○古巻沢まで水路を確保して、角間沢川の水流を持って行く案を検討してほ
しい。

○過去に、トンネル整備による対策案を聞いた。検討してほしい。

○対策案の具体的な計画を見えるように説明してほしい。

○蔵岡地区の周辺に輪中堤を作ったら、山に囲まれているようになると思う
が、完成後はどのようになるのか。

治水対策完成
までの

排水ポンプ車
の運用検討

○浸水対策ができるまでの期間、しっかり排水できるような対応を検討して
ほしい。

・古口・大石田地区からの転用、
最上地方行政事務組合の排水
ポンプ車（４台）と連携について
検討しました。

・排水ポンプ車の出動基準を見
直ししました。

・排水における国道との調整に
ついて見直ししました。

２５ページ

○今回の出水では、地元の排水ポンプ車が使用できなかったため、今後の
対策をしっかり考えてほしい。

○ポンプ車が稼働できる水位を下げてほしい。

○カメラもあるので水位上昇量を考慮しながら、排水対応をしてほしい。
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住民の皆様から頂いたご意見に対する対応状況

項目 頂いたご意見 対応状況
説明資料
ページ

ゲートポンプの
機能強化

（発動発電機
の設置）

○非常用電源装置を整備してほしい

・非常用発電装置については、平成３０年１１月に
契約を完了し、平成３１年３月に設置する予定で
す。
来年度の出水期に備えた準備を進めておりま

す。

２８ページ

現施設の
活用改善

（ボートの移設）

○真柄緊急資材倉庫に設置しているゴムボート
を蔵岡地区に移動してほしい。

・来年度の出水に備え、真柄緊急資材倉庫から
蔵岡災害対策車ステーションにゴムボートの移設
を完了しております
（完了日：平成３０年１０月２０日）。

２９ページ

氾濫発生時の
避難行動計画の

検討

○避難計画に関する説明会を行ってほしい。
・出水のときに何処に避難すればいいのか。
・誰と逃げればいいのか。
・どれくらいで水があがるのか。 など

【避難行動計画の基準】
過去の洪水における洪水警報発表（10年間）等

の情報から、自主避難の判断基準となる蔵岡地
区限定の追加基準（案）を検討しました。

３０ページ

【危機管理型水位計の設置】
洪水時における角間沢川の水位状況をリアルタ

イムで確認できるよう、危機管理型水位計を平成
３１年３月に設置し、４月から運用（観測及び情報
提供）を開始します。

３３ページ

○地区内に、車両などの待避スペースを確保して
ほしい。

【車両待避スペースの確保】
大型農業機械・除雪機等で、遠距離の移動が

困難な機械の待避スペースの確保に向け、土地
の確保や造成等の調整を進めていきます。

３４ページ



4

平成３０年８月６日出水を踏まえた治水対策案の検討

対策案 概要

輪中堤案① 現在の集落のみを囲むように輪中堤を配置する案

輪中堤案② 農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む
案

放水路・樋管改修案 集落を迂回するよう山際に沿って放水路を整備し、あわせて古
巻沢排水樋管を改築する案

トンネル案 角間沢川の上流から直接最上川に放流するトンネルの放水路
を整備する案

河道拡幅・樋管改修案 角間沢川の河道を拡幅し、あわせて角間沢排水樋管を再度改
築する案



輪中堤

側道

陸閘

樋管（用水）

・ 早期の効果発現が期待できる。
・内水※に対しても家屋浸水被害を防止する効果が見込まれる。
・家屋移転を伴う用地買収にご協力いただく必要がある。

事業費 約６．２億円

工期 概ね３年程度

事業費、工期等は概略の目安であり、
事業計画の精査、用地交渉、予算状況
等の各種情勢により変動することがある。

輪中堤案①
現在の集落のみを囲むように輪中堤を配置する案

5

※：樋管ゲートを閉めることによって、支川（角間沢川）から本川（最上川）に排水できなくなり、角間沢川で生ずる氾濫



・輪中堤を越水する可能性がある。
ただし、
・輪中堤が持ちこたえている間に水防活動や避難を行う等の対応が可能。
・輪中堤の決壊に至らなければ、浸水は輪中堤を越水した量にとどまる。

平成30年8月出水を超える規模の洪水が発生した場合

輪中堤

側道

陸閘

樋管（用水）

輪中堤案①
現在の集落のみを囲むように輪中堤を配置する案

6



輪中堤

側道

陸閘

樋管（排水）樋管（用水）

・ 早期の効果発現が期待できる。
・内水※に対しても家屋浸水被害を防止する効果が見込まれる。
・輪中堤案①と比較すると堤防位置が集落より遠く、圧迫感が小さい。
・家屋移転を伴う用地買収にご協力いただく必要がある。

事業費 約７億円

工期 概ね３年程度

輪中堤案②
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

7
※：樋管ゲートを閉めることによって、支川（角間沢川）から本川（最上川）に排水できなくなり、角間沢川で生ずる氾濫

事業費、工期等は概略の目安であり、
事業計画の精査、用地交渉、予算状況
等の各種情勢により変動することがある。



平成30年8月出水を超える規模の洪水が発生した場合

・輪中堤を越水する可能性がある。
ただし、
・輪中堤が持ちこたえている間に水防活動や避難を行う等の対応が可能。
・輪中堤の決壊に至らなければ、浸水は輪中堤を越水した量にとどまる。

輪中堤

側道

陸閘

樋管（排水）樋管（用水）

輪中堤案②
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

8



古巻沢排水樋管

角
間
沢
川

樋管改築

ゲートポンプ増強

・効果発現までに長期間を要する。
・内水※に対応するためポンプ増設を行う必要があるが、最上川の水位
上昇によっては内水被害のリスクが残る。

事業
費

約２９億円

工期
概ね５年
程度

放水路・樋管改修案
集落を迂回するよう山際に沿って放水路を整備し、あわせて古巻沢排水樋管を改築する案

9
※：樋管ゲートを閉めることによって、支川（角間沢川）から本川（最上川）に排水できなくなり、角間沢川で生ずる氾濫

事業費、工期等は概略の目安
であり、事業計画の精査、用
地交渉、予算状況等の各種情
勢により変動することがある。



・角間沢川や放水路が氾濫し、家屋浸水被害が発生する可能性がある。

平成30年8月出水を超える規模の洪水が発生した場合

その他のリスク

・角間沢川や放水路に土砂が堆積した場合、氾濫の可能性が高まる。
・土砂堆積や河道洗掘等により放水路への分派が適正に行われない場合、角間沢川が
氾濫する可能性がある。

放水路・樋管改修案
集落を迂回するよう山際に沿って放水路を整備し、あわせて古巻沢排水樋管を改築する案

10

古巻沢排水樋管

角
間
沢
川

樋管改築

ゲートポンプ増強



・効果発現までに長期間を要する。
・内水※に対応するためポンプ増設を行う必要があるが、最上川の
水位上昇によっては内水被害のリスクが残る。

トンネル

ゲートポンプ増強

分流施設
（堰堤）

河道掘削

付替道路

角間沢排水樋管

事業費 約２０億円

工期 概ね６年程度

トンネル案
角間沢川の上流から直接最上川に放流するトンネルの放水路を整備する案

11
※：樋管ゲートを閉めることによって、支川（角間沢川）から本川（最上川）に排水できなくなり、角間沢川で生ずる氾濫

事業費、工期等は概略の目安であり、
事業計画の精査、用地交渉、予算状況
等の各種情勢により変動することがある。



・角間沢川が氾濫し、家屋浸水被害が発生する可能性がある。

平成30年8月出水を超える規模の洪水が発生した場合

その他のリスク

・土砂等によりトンネル入口が埋まり、分流堰から溢れた場合、濁流が集落に押し寄せる
可能性がある。

トンネル案
角間沢川の上流から直接最上川に放流するトンネルの放水路を整備する案

12

トンネル

ゲートポンプ増強

分流施設
（堰堤）

河道掘削

付替道路

角間沢排水樋管



樋管改築

河道拡幅

角間沢排水樋管

・効果発現までに長期間を要する。
・最上川の水位上昇によっては内水※被害のリスクが残る。
・家屋移転を伴う用地買収にご協力いただく必要がある。

事業費 約２３億円

工期 概ね４年程度

河道拡幅・樋管改修案
角間沢川の河道を拡幅し、あわせて角間沢排水樋管を再度改築する案

13
※：樋管ゲートを閉めることによって、支川（角間沢川）から本川（最上川）に排水できなくなり、角間沢川で生ずる氾濫

事業費、工期等は概略の目安であり、
事業計画の精査、用地交渉、予算状況
等の各種情勢により変動することがある。



・角間沢川が氾濫し、家屋浸水被害が発生する可能性がある。

平成30年8月出水を超える規模の洪水が発生した場合

その他のリスク

・角間沢川に土砂が堆積した場合、氾濫の可能性が高まる。

樋管改築

河道拡幅

角間沢排水樋管

河道拡幅・樋管改修案
角間沢川の河道を拡幅し、あわせて角間沢排水樋管を再度改築する案

14



輪中堤案①
現在の集落のみを囲むように輪中堤を配置する案

15

イメージパース

最上川
最上川



輪中堤案①② 共通

16（図内の人の身長は、１．８ｍ）

高さ
約1.8m

村道

最上川
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高さ
約1.4m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

村道

輪中堤案①② 共通 最上川
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高さ
約1.1m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

村道

輪中堤案①② 共通 最上川
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高さ
約0.5m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

村道

輪中堤案①
現在の集落のみを囲むように輪中堤を配置する案

最上川
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高さ
約0.5m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

村道

輪中堤案①
現在の集落のみを囲むように輪中堤を配置する案

最上川



21（図内の人の身長は、１．８ｍ）

高さ
約2.5m

輪中堤案①② 共通 最上川
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最上川

輪中堤案②
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

イメージパース

最上川
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高さ
約0.7m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

農道

輪中堤案②
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

最上川
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高さ約0.8m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

農道

農道

高さ
約1.3m 水田

輪中堤案②
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

最上川
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治水対策完成までの排水ポンプ車の運用検討

□排水ポンプ車の配備と運用

○新庄河川事務所では、排水ポンプ車を４台所有。
（蔵岡地区 １台、古口地区 １台、大石田地区 ２台。）

○蔵岡地区の排水ポンプ車だけでは対応できない場合、
①古口・大石田地区からの転用が可能であれば、優先的に対応
②最上広域市町村圏事務組合の排水ポンプ車（４台）と連携して
対応
③上記で不足する場合には、整備局管内の広域支援を要請
等の対応を図ります。
（ただし、降雨等の状況により、対応が異なる場合もあります。）
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□排水ポンプ車の出動

従 前） 村からの要請に基づき出動。

改善後） 大雨警報が発表された時点で村が要請し、出動。

※村・国では、最上川の水位・角間沢川の水位（県が
新設する危機管理型水位計も活用）、古口地点の
雨量なども随時確認。

【効果】 ・これまでよりも、数時間程度早い出動が可能。
（大雨による道路冠水、倒木による交通障害等の発生前
に到着を図る）

治水対策完成までの排水ポンプ車の運用検討
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□排水ポンプ車の稼働（国道との調整）

従 前） ポンプ車出動と同時に交通規制の調整を開始、調整後
に稼働。

改善後） ・大雨警報が発表された時点で交通規制の調整を開始。

※道路管理者と連携し、国道４７号の交通規制のタイム
ラインを作成済み。

【効果】 ・これまでよりも、数時間程度早く稼働可能となる見込み。

治水対策完成までの排水ポンプ車の運用検討
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ゲートポンプの機能強化（発動発電機の設置）

発動発電機設置

主変圧器盤改良
主ポンプ盤改良

・工事にあたっては道路の通行規制等が伴うことがあります
ので、ご理解ご協力よろしくお願いいたします
・発電機は冬期養生等を想定した簡易な囲いを設置します。

非常用発電装置については、今年度準備した仮設の発動発電機に替えて、停
電時に自動切替となるように改造を行い、新たに発動発電機を設置。

平成３０年１１月に契約を完了し、平成３１年３月末までに設置を完了予定。



蔵岡災害対策車ステーション

移設作業中

対応状況

移設後の状況

真柄緊急資材倉庫

現施設の活用改善

【蔵岡地区災害対策車車庫へのボートの移設】

□来年度の出水に備え、真柄緊急資材倉庫から「蔵岡地区災害対策ステーショ
ン」にゴムボートの移設を完了。（完了日：平成３０年１０月２０日）

ゴムボート保管状況

29



氾濫発生時の避難行動計画の検討（基準等）

30

□８月６日出水を踏まえ、蔵岡地区における避難計画（自主避難情報）の追加基準を検討。

戸沢村地域防災計画による避難計画（現行）

◆蔵岡地区 外水の基準 ※数値（水位）は、国土交通省古口観測所の値

・3.20ｍ 角間沢排水樋管、同ポンプ場 操作員出動
・3.30ｍ 水防団準備水位

・5.50ｍ 氾濫注意水位
最上川本流及び鮭川水系の水位の増加が認められ、今後も雨量の増
加が認められる時 避難準備・高齢者等避難開始

・8.00ｍ 避難判断水位
・8.20ｍ 氾濫危険水位

最上川本流及び鮭川水系の水位の増加が認められ、今後も雨量の増
加が認められる時/河川上流地域に水害等が発生し、下流地域に危険
が切迫するおそれがある時 避難勧告/避難指示（緊急）

・9.70ｍ 災害発生（堤防天端水位到達・越流、破堤や氾濫発生情報）



氾濫発生時の避難行動計画の検討（基準等）
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戸沢村地域防災計画による避難計画（現行）

◆蔵岡地区 内水の基準 ※数値（水位）は、国土交通省古口観測所の値

・3.20ｍ 角間沢排水樋管、同ポンプ場 操作員出動
・3.30ｍ 水防団準備水位
・5.50ｍ 氾濫注意水位

降雨が継続することが予想され、かつ設置された排水設備
で十分な効果が期待できない場合

避難準備・高齢者等避難開始
・7.00ｍ 降雨が継続することが予想され、かつ設置された排水設備

では十分な効果が期待できない場合 避難勧告
さらに排水作業を行えない場合で、降雨が継続することが
予想される場合 避難指示

◆前述の基準に、以下を加味する

・避難準備・高齢者等避難開始・・・大雨・洪水警報発表。相当な豪雨で短時
間に危険が予想される場合（1時間雨量30ミリ以上、3時間雨量60ミリ以上）

・避難勧告・・・特別警報が発表された時。相当な豪雨で、短時間後に危険が
予想される場合（1時間降水量60ミリ以上、または日雨量が100ミリ以上で災
害の発生が予想される時）



氾濫発生時の避難行動計画の検討（基準等）
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【蔵岡地区限定の追加基準（案）】
□追加基準（案）は、過去の大雨・洪水警報発表、浸水被害の発生状況及び水文データを

もとに検討。

①過去１０年間の大雨・洪水警報の発表状況（山形地方気象台提供）

大雨警報、洪水警報の発表回数 ２２回

⇒うち、浸水被害の発生回数 ４回
（H23.6.23洪水、H25.7.18洪水、H30.8.6洪水、H30.8.31洪水）

②過去の浸水発生状況を踏まえ、累加雨量と浸水発生までの関係を分析

洪水発生時の雨量及び水位データ（新庄河川事務所提供）から

「概ね累加雨量８０ｍｍに到達した時点から、概ね４時間で家屋地盤高に到達」している。

蔵岡地区限定の追加基準（案）

◆「自主避難情報」 を下記基準をもとに提供
・大雨警報、かつ洪水警報の発表
・かつ、累加雨量が８０ｍｍに達し、今後も雨量が増加すると思われる時。

◆避難先 戸沢小中学校体育館

※角間沢川を洪水警報の危険度分布対象河川に向けて、要望中（対象後、基準に位置づける予定）



氾濫発生時の避難行動計画の検討（危機管理型水位計の設置）

他河川の設置事例（中山町・新堀川）

危機管理型水位計

角間沢橋
水位計を選択

水位情報を表示（他河川の例（戸沢村・角川））

設置予定
角間沢橋

拡大
（蔵岡地区を選択）

○水位情報公開ＨＰ
https://k.river.go.jp/

拡大
（蔵岡地区を選択）

□水位の表示は、氾濫開始水位を「０ｍ」として、
「水位が低い場合マイナス表示」
「超えた場合をプラス表示」 として表示。 33

□洪水時における角間沢川の水位状況をリアルタイムで確認できるよう、水位観測機器を
村道橋 （角間沢橋）へ設置予定。（今年３月までに設置し、４月から運用開始予定）。
□角間沢川の水位をパソコンやスマートフォンでいつでも確認可能。



氾濫発生時の避難行動計画の検討（車両待避スペースの確保）

34

【車両待避スペースの確保に向けた方向性】
今後住民の皆様からのご意見を踏まえ、進めていきたいと考えて

おりますので、ご協力をお願いします。

○対象
・大型農業機械・除雪機等で遠距離の移動が困難な機械

○場所
・土地は無償借地で進めていきたい。
・造成・原状復帰等は、国・山形県・戸沢村の調整によるものと
する。

平成３０年８月６日洪水
蔵岡地区浸水状況
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